（回想）

○アメリカ

火事の家。手の施し様がない業火。

家を見上げて呆然としている、幼い頃のブッシュ。そばかすポニーテール。

火事を見つめたまま、脱力して座り込む。

聞こえる野次馬の声。

　野次馬Ａ「借金を苦に自殺ですって」

　野次馬Ｂ「取り立て、厳しかったらしいわよ」

　野次馬Ｃ「近頃ずっと暗い顔をしていて」

　野次馬Ｄ「まだ小さな子供もいたのに……」

ブッシュの瞳に、炎が映る。

○エアフォース壱

豪華なソファーに座り、銃の手入れをしているブッシュ。

窓から見える雲海。

航空機の全景。雲の上を高速で飛んでいる。

○エアフォース壱、機内

　コイズミ「失礼致します、ブッシュ様」

ブッシュの向かいにあるソファーに、コイズミが腰掛ける。

ブッシュ、手入れしていた銃を置く。

　ブッシュ「どう？　この機の乗り心地は」

　コイズミ「とっても素敵ですわ。まるで高級料亭にでもいるみたいで」

　ブッシュ「当然ね」

と、コイズミ首を傾げて。

　コイズミ「ブッシュ様。実は、お願いしたい事がありますの」

　ブッシュ「何？」

　コイズミ「私、この機でプレスリーの家を訪ねてみたいのですけれど……」

　ブッシュ「コイズミ……」

ブッシュ、呆れ顔。

コイズミ、残念そうに。

　コイズミ「ダメですの？」

ブッシュ、諦めて。

　ブッシュ「作戦が終わってからね」

コイズミ、満面の笑み。

　コイズミ「ありがとうございます！　やっぱり、持つべきものは友達ですわ♪」

　ブッシュ「よく言う」

ブッシュ、苦笑。

パイロットをしているコンディ、静かに。

　コンディ「まもなく、目標地点に到着します」

　ブッシュ「OK」

銃を取り出し、確認するブッシュ。

　ブッシュ「そして運命は扉を叩く。低く激しい音を立てて、ってね」

○朝日の部屋

電話をしている朝日。

　朝　日「キャンセルってどういうことよ！　今日は講演会だって、二週間も前から言っておいたのに！」

○邦道の家

電話をしている邦道。

　邦　道「仕方ないだろ、リティがマジカル枢軸の気配を捕らえたんだから」

玄関先で、待っているリティ（魔女服）。

　邦　道「放っておくわけにもいかないだろ」

○朝日の部屋

　朝　日「それは、そうだけど……。でも！」

　邦　道『（電話の向こう）とにかく、今日は行けないから。悪いな、次は絶対行くから、勘弁してくれ！』

ベッドの上に散らばった服。選んだ跡。

　朝　日「ちょっと、邦道！」

プツ。

　朝　日「はぁ……」

ため息。

姿見を見る朝日。無理のない程度におしゃれした服装。

　朝　日「……ばか！」

姿見に鞄を投げる。

○邦道の家、玄関先

　邦　道「よし。行くぞリティ」

リティ躊躇う。

　リティ『（スケブ）朝日さんは良いんですか？』

　邦　道「講演はまたあるけど、枢軸待っちゃくれないからな。朝日だって分かってるさ」

リティ、納得いかない顔。

　邦　道「どうした？」

　リティ「……」

リティ首を振る。

　リティ『（スケブ）行きましょう』

　邦　道「おう」

○石平市会館

『青少年の健全な育成に関するシンポジウム』

壇上で、なにやら講演しているおばさん。

講演の声小さく。椅子に座っている朝日、伏し目ぎみで、話を聞いていない。

ちらりと横を見る朝日。空席。

壇上で力強く訴えているおばさん。

朝日、空席から目をそむける。立ち上がる。

○石平市会館、ロビー

出口に向かい、一人で歩いている朝日。

そこに、寄ってくるおっさん。

　松　沢「おや、築地社長のお嬢さんではないですか？」

そちらを見て、朝日。

　朝　日「あ……はい。えっと？」

　松　沢「ああ、私本講演を取り仕切らせて頂いております。松沢といいます。よくいらしてくださいました」

　朝　日「はぁ……」

握手を求める松沢。引き気味に握手する朝日。

　松　沢「まだ講演の途中ですが、お帰りですか？」

　朝　日「……すみません。この後、用事が入っていて」

　松　沢「それは残念です。是非最後まで聞いていただきたかったのですが」

　朝　日「……すみません」

　松　沢「ああっと、お引止めして申し訳ありませんでした。では、お気をつけて。どうか、お父様によろしくお伝えください」

　朝　日「はい、失礼します」

別れる二人。

○石平市会館、入り口

自動ドアを開けて出てくる朝日。曇天。

踏み出す。

　朝　日（愛想笑い）

歩く。

　朝　日（嫉妬、ごますり、羨望、軽蔑。アカヒ新聞の社長の娘ってだけで、色んな目で見られてきた。こんな場所なら、なおさら）

止まる。

　朝　日「あたし、何でこんなことやってるんだっけ……」

○石平市会館、ロビー

入り口の自動ドアを開けて、入って来たのはブッシュ。そしてコンディ。

つかつかと進んでいくブッシュ。

それに気付き、近付く松沢。

　松　沢「お客様。講演の方は、もうすぐ終了時間となりますが……」

　ブッシュ「NO。悪いけど、あたしはこんな与太話を聴きに来たんじゃないの」

　松　沢「はぁ？　では、どのようなご用件でしょうか？」

立ち止まり、眉間に拳銃を突きつけるブッシュ。

　ブッシュ「戦争しにきたの」

○石平市会館、講演会場

拍手とともに幕が下りる。

有意義だったなどと談笑する観客。

再び幕が開く。

不審に思う観客。

現れたのはブッシュとコンディ。

ブッシュ、テンガロンハットを人差し指で押し上げる。

　ブッシュ「ハァイ、愚かな左翼たち」

ざわつく。

　ブッシュ「世界には、正義が多過ぎると思わない？　あらゆる文化、民族、宗教が、自分の正義を信じて戦ってる。時にはテロリズムに頼っても、自分の正義を貫こうとしてる。馬鹿らしいことよね、本当の正義が何かも知らないで」

備え付けられていたカメラが、ブッシュの顔を写す。ブッシュ流し目でカメラ目線。

　ブッシュ「世界には、たった一つの正義があればいい。それだったら、衝突は生まれないでしょ？　それ以外の正義を語るテロリストは、あたしが殲滅してあげる」

ブッシュがコンディに手を伸ばす

コンディの持っていた魔法の杖、サブマシンガンに変わる。それをブッシュに渡す。

ブッシュ、構え。

　ブッシュ「まずは、あなたちからね」

乱射。

悲鳴。逃げ惑う人々。

倒れる人々。

ブッシュ、楽しそう。

○公園

広場のど真ん中、大音量で君が代を流している黒塗りのワゴン。側面に、金色で舞騒組の文字。

その上に座って、トッポを食べているノイジー。

上空から、箒に乗って降りてくるリティと邦道。地面に降り立つ。

　ノイジー「おっそいよリティ。待ちくたびれちゃった」

四つんばいで見下ろすノイジー。

　邦　道「ノイジー！　歌を止めろ！」

　ノイジー「どうして？　良い歌なのに」

　邦　道「こんな天皇中心主義を髣髴とさせる歌、良い歌なわけないだろ！　っていうかうるさい！　近所迷惑だ！」

　ノイジー「そんなことないって。皆聞き惚れてるよ？」

　邦　道「んなわけあるか！」

　ノイジー「もう、うるさいなぁ」

ノイジー、立ち上がる。

　ノイジー「止めたかったら、力ずくでくればいいじゃない。できれば、だけどねっ」

ノイジー、斧振り上げる。

と、更に同じワゴン車が四台猛スピードで広場に集まり止まる。

ワゴンの中から、やくざ風の男たちがわらわらと出てくる。

　邦　道「くっ……」

怯む邦道。リティ前に出る。

　リティ「この歌に、良くないイメージを持つ人だっているよ。それは、尊重されるべきことだから」

リティ、構える。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

姿を見せ始めるザンギュラ。

　リティ「歌わない自由だってある！」

リティ、石田化。

全身を現したザンギュラ、スーパーウリアッ上。ふっとぶ強面の男たち。ていうか実はネトウヨだから弱い。

　ノイジー「そう簡単にはいかないんだから！」

ノイジー、斧を突き出す。

　ノイジー「独断と偏見により決定しちゃう！　歌は、止めさせない！」

虚空から、せり上がるようにして現れるガイル。

高く飛び上がり、何もないところにサマーソルトを一発決めてから大地に降り立つ。

　邦　道「なんだ、あいつは！？」

　石　田「……あいつは、ザンギュラの天敵で俺ガイル。あたりまえの話だよね」

　邦　道「俺ガイル？」

対峙するザンギュラとガイル。両者動かない。

ふふん、と笑うノイジー。

　石　田「この戦いは長引く。あたりまえの話だよね」

石田の表情に、陰りが。

○邦道の家、玄関前

室内に響く、呼び鈴の音。

いない。

朝日。もう一度呼び鈴を押す。

いない。

　朝　日「どこ、行っちゃったのよ……」

震える。

　朝　日「あたしがいなきゃ、何もできないくせに……」

○住宅街

揺れる買い物袋。

圭、指折り数えて歩いている。

　圭　　「えーと。ジャガイモにお肉にカレー粉に。たまねぎは家にあるから……あれ？」

前を歩く、朝日の後姿を発見。

　圭　　「朝日！」

朝日、振り返る。生気ない。

　朝　日「圭」

圭、小走りに寄り。

　圭　　「朝日、どうしたの？　今日は邦道先輩と出かけるって言ってたのに」

　朝　日「ん……。あいつ、キャンセルだって。……あたしも、途中で抜けてきちゃった」

　圭　　「そうなの？　もう、邦道先輩ってば、せっかく朝日が……」

朝日、聞いていない。

　圭　　「朝日？」

　朝　日「え、あ、ごめん」

圭、じっと朝日を見て。

　朝　日「……何？」

　圭　　「今、時間空いてるんだよね。久しぶりに、うちに遊びに来ない？」

○圭の家、台所

鼻歌を歌いながら、ホットコーヒーを淹れている圭。

○圭の部屋

ベッドに座る朝日、小型テレビつける。

ふと気付いて、枕元の棚にある本に手を伸ばす。嫌韓流。

ぱらぱらと捲る。

圭、ホットコーヒーを持ってやってくる。

　圭　　「お待たせ」

ドアを閉める。

　圭　　「朝日が部屋に来るのって、二回目だっけ。前来た時は、右翼の匂いがぷんぷんするって眉ひそめてたよね」

返事はない。

圭、朝日の読んでいる本に気付き。

　圭　　「あ、敵の研究？」

朝日の隣に座り。

　圭　　「戦う相手のことを知るのは大事だもんね。さすが朝日！」

朝日、無言でページを捲る。

圭、溜息。

　圭　　「ねぇ、何かあったの？　今日の朝日、おかしいよ？」

　朝　日「……圭」

朝日、呟く。

　朝　日「圭は、どうして右翼の活動してるんだっけ？」

　圭　　「え？」

　　　　　　　圭、コップの中身を一口飲み。

　圭　　「そんなの、より良い日本を作るためだよ。朝日が左翼なのだってそうでしょ？」

　朝　日「あたしは……」

朝日、一度言葉を切る。

　朝　日「……あたしも、右翼に宗旨替しようかな」

圭、コップ落とす。

　朝　日「そうすれば、圭ともっと仲良くなれるかもしれないし」

　圭　　「あ、朝日！？」

朝日に詰め寄り。

　圭　　「何言ってるの！？　あ、もしかして熱でもあるの？　待ってて、今薬持ってくるから！」

立ち上がる圭。朝日、圭の服の裾を掴む。

　圭　　「朝日？」

　朝　日「邦道には、あたしがいなきゃ駄目だって、ずっと思ってたのよ。……でも、もう邦道は一人でも平気なんだって分かったの」

朝日の手が離れる

　朝　日「だから、あたしが左翼をやる理由なんて、もうないのよ……」

　圭　　「……」

小型テレビ。

　キャスター「番組の途中ですが、臨時ニュースです。東京都石平市の石平市立会館で行われていた講演会の最中、武装した何者かが乱入し観客を襲うという事件が起きました。入り口が封鎖されているため内部の様子は不明であり、講演を見にきていた住人の安否ははっきりしない状況です。また、石平市内で同様の事件が複数起きているとの情報もあり……」

テレビを見て息を呑む圭。

　圭　　「これって、もしかして……」

ぼんやり見る朝日。

○駅前オフィス街

歩いているブッシュ、コイズミ、コンディ。

コイズミ、携帯の画面を眺めながら。

　コイズミ「まぁブッシュ様。私たちのことがテレビで流れていますわ」

　ブッシュ「結構暴れたからね。後は、本丸だけ？」

　コンディ「はい」

　コイズミ「さすがブッシュ様、見事な手際ですわ♪」

　ブッシュ「まぁね」

ふふ、と笑うコイズミ。

　コイズミ「ところで、ブッシュ様」

コイズミ、ブッシュの前に回り込んで。

　コイズミ「せっかくの人間界ですし、私Z-JAPNのコンサートを見に行きたいんですの。どうせ、この後も私にできることは何もありませんもの」

　ブッシュ「コイズミ、あんたねぇ……」

　コイズミ「この通りですわ」

顔の前で両手を合わせて、小さく頭を下げるコイズミ。

ブッシュ、ため息。

　ブッシュ「OK。いってらっしゃい」

　コイズミ「ありがとうございますわ。それでは、また後ほど」

走っていくコイズミ。

ブッシュ、立ち止まり。

　ブッシュ「さてと。あたしらは、仕上げにかかろっか」

見上げるは、一際高いビル。

屋上の看板に、アカヒ新聞のロゴ。

○路地裏

うきうきと走っているコイズミ。

足を止める。

　コイズミ「そろそろ、出てきてくださいませんか？」

ビルの二階付近の高さに、人影が現れる。

　マ　オ「コンサートに行く、違うアルか？」

コイズミ、困ったように。

　コイズミ「よく見たら、日付を間違えていましたの。コンサートは来週でしたわ」

　マ　オ「白々しいアル」

マオ、飛び降りてコイズミの背後に立つ。

　マ　オ「コンサートでも相撲でも、好きに見に行けばいいネ。今なら止めないヨ」

　コイズミ「そういうわけにもいきませんわ」

コイズミ、振り返る。

　コイズミ「あなたがブッシュ様の邪魔をすること、見過ごすわけにはいきませんの」

朗らかな笑み。

　コイズミ「あの方は、お友達ですもの」

　マ　オ「マジカル枢軸に、友達なんて言葉あるとは知らなかたネ」

マオ、矛を構える。

　マ　オ「なんにせよ、やる気なら容赦しないアル」

　コイズミ「まぁ、私に勝てるつもりでいますの？」

コイズミの手に現れるのは、白木の日本刀。

鞘から刀を抜く。コイズミの服、和服から巫女服に変わる。

　コイズミ「早めに片をつけて、靖国に参拝させてもらいますわ」

コイズミ、笑う。

○公園

しゃがんでいるガイル。ワゴンの上に立つノイジー余裕。

対峙しているザンギュラ。石田焦っている。

　ノイジー「ほらほら、早く飛び込んでおいでよ。返り討ちにしてあげるから！　それとも怖い？　怖いのかな？　マジョリティの負けを認めるなら、見逃してあげてもいいよ？」

石田、苦しい顔。

　ノイジー「ずぅっとそうしてるつもりなの？　アタシはそれでも構わないけど、リティは困るんじゃない？」

　石　田「……？」

　ノイジー「分からない？　感じないかな？」

　石　田「……っ！」

はっと振り向く石田。駅前オフィス街の方。

　ノイジー「感じるよね、魔力の波動。どういうことか分かるよね？」

　石　田「……キミは、囮役。あたりまえの話だよね」

　ノイジー「ちょーっと残念だけどね。さ、どうするの？　このままお見合い続けるの？」

　石　田「…………っ」

石田、手を突き出す。腰を落として戦闘体勢に入るザンギュラ。

　ノイジー「そうこなくっちゃ！　アタシも、足止めだけなんてつまらないんだから！」

待ち構えるノイジーとガイル。

にらみ合う二人。

と、並んでいた黒塗りワゴンのうち、一台のエンジンが掛かる。

気付くノイジーと石田。

ワゴン、ノイジーの乗っているワゴンに突っ込んでくる。

　邦　道「うぉぉぉぉぉおっ！」

運転しているのは邦道。

ワゴン追突。

　ノイジー「わ、わ、わぁっ！」

バランスを崩し、ワゴンの屋根から落ちるノイジー。

邦道、運転席から顔を出し。

　邦　道「リティ、今だ！」

　石　田「ザンギュラ！」

ザンギュラ、ガイルを捕まえてスクリューパイルドライバー。

　ノイジー「俺ガイル！？」

立ち上がるガイル。再びザンギュラに掴まれる。

　石　田「一度きまれば、もう逃げられない。あたりまえの話だよね」

再びスクリュー。

　ノイジー「うー……っ」

ノイジーの斧、箒に変わり。

　ノイジー「今日のところは、見逃してあげる！」

逃げ出すノイジー。

三度ザンギュラに掴まれたガイル、光になって消える。

石田、リティに戻る。息を吐くリティ。

　邦　道「リティ。終わったのか」

駆け寄ってくる邦道。リティ、首を振る。

　リティ「まだ、強い魔力を感じます」

見上げるは、駅前オフィス街。

曇天。

○マジカル枢軸、アトリエ

散乱する同人誌。

部屋の真ん中で座っているヒトラー。膝の上に、人型のぬいぐるみ。大きさは３０センチくらい。

ぬいぐるみの前髪かきあげると、Adamの文字。

儚げな瞳で、ぬいぐるみを見ているヒトラー。

と、壁にブッシュとコンディの姿が映る。

　ブッシュ「ハイ、アディ。そっちはどう？」

　ヒトラー「変わりない」

　ブッシュ「OK。こっちは準備完了、後は仕上げだけ」

ブッシュ、真面目な顔になり。

　ブッシュ「……世界が一つの正義で統一されたら、魔界もただじゃすまないわけでしょ。本当にいいのね？」

　ヒトラー「構わない。それが私の目的でもある」

　ブッシュ「本当は自分でやりたいくせに」

　ヒトラー「……否定はしない。だが構わない、君は君の望む通りにやるべきだろう」

ブッシュ、微笑み。

　ブッシュ「Thank　You。アディ」

ブッシュの写っていた画面消える。

○高層ビル

廊下で、階段で、エレベーターで、倒れている人影。

○高層ビル、社長室

パソコンの置いてある社長机を飛び越え、部屋の真ん中に立つブッシュ。

　ブッシュ「コンディ」

　コンディ「は」

ブッシュにサブマシンガンを渡すコンディ。

撃つブッシュ。窓、窓枠、壁まで破壊され、部屋の風通しがとてもよくなる。

　ブッシュ「さて、後は待つだけっと」

窓があった辺り、部屋の縁に立つブッシュ。

顔を上げて。

　ブッシュ「と……その前に、もう一仕事あるみたいね」

ブッシュの正面にあるビルの屋上。そこに、リティと邦道が立っている。

　邦　道「あのビルは……」

リティ、邦道の前に出る。

　邦　道「リティ、大丈夫か？　さっきの戦いで大分消耗してるんじゃ？」

首を振るリティ。

　リティ「こんなひどいことをする人。絶対に、見逃すわけにはいきません」

屋上の縁に足をかけるリティ。

　リティ「多数のサイレントマジョリティを考慮に入れて決定します」

杖を構える。

　リティ「死刑！」

リティ、今日二度目の石田化。

AK47ぶっ放す。

ブッシュ側。

前に出たコンディの魔力障壁によって、防がれるリティの攻撃。

　ブッシュ「コンディ」

振り向くコンディ。ブッシュ、コンディにサブマシンガンを放り投げる。コンディの手の中に収まったサブマシンガン、杖に戻る。

　コンディ「ブッシュ様？」

　ブッシュ「あたしがやる」

拳銃を取り出してみせるブッシュ。

リティに向けて、銃を構える。

　ブッシュ「マジョリティも、マイノリティも関係ない。あたしというインディヴィジュアルだけが、唯一かつ、絶対的正義！」

放たれた一発の弾丸が。

虚空を裂いて。

リティに、迫る。

上空から降りてくる、報道ヘリコプター。

カメラが、ブッシュ達を捕らえる。

　ブッシュ「……やっと来た」

ブッシュ、拳銃を仕舞う。

○圭の部屋

床にできた、ホットコーヒーをこぼした染み。雑巾。

小型テレビから流れてくる、連続テロ事件のニュース。

　圭　　「狙われてるのは、左寄りの施設とかばっかりだって。これってやっぱり……」

　朝　日「マジカル枢軸……」

両手でカップを持ち、ホットコーヒーを飲んでいる朝日、俯き気味に笑いの混じった低い声で。

　朝　日「圭は、嬉しいんじゃない？」

　圭　　「朝日、本気で怒るよ」

　朝　日「……ごめん」

扱いかねて、困った顔をする圭。

　朝　日「でも、昔のあたしだったら喜んでたかも」

　圭　　「え……？」

朝日、顔の影を深くして。

　朝　日「……あたしね、小さい頃は左翼が大嫌いだったの」

隣で聞いている圭。

　朝　日「お父さんがあれだから、周りから結構いろいろ言われてて」

子供時代のイメージ。遠巻きに噂話をしている大人達。その大人と手を繋いでいる子供たち。

　朝　日「良く言ってくれる人と、悪く言う人が、半々くらい。でも、どっちにしても距離をおこうとするから、あんまり友達もできなくて」

朝日に伸びる、大きな手。

　朝　日「一回だけ、誘拐されかけたこともあるの。大事には至らなかったけど、すごく怖くて。どうしてあたしだけこんな目に会わなくちゃいけないんだろうって、ずっと思ってて」

朝日、静かに。

　朝　日「気が付いたら、左翼のこと大嫌いだった」

　圭　　「じゃあ、どうして……？」

　朝　日「あいつの……邦道の両親が、事故で亡くなった時よ」

俯いている子供時代の邦道。

　朝　日「あいつ、すごい落ち込んでて。あたしが、何とかしなきゃって思って」

（回想）

座り込んでいる邦道。

その前に立っている朝日。

　朝　日「（オフ）だから言ったの、両親の遺志を継ごうって。あいつの両親、熱心な活動家だったから、邦道も皆のため戦おうって。あたしも、一緒に戦うからって」

　圭　　「邦道先輩の、ために？」

頷く朝日。

　朝　日「人のためとか、世界のためとか、思ってなかったわけじゃないけど。結局、あたしの活動なんて全部邦道のためだったのよ。でも……もう必要ないみたい」

手に、力が篭る。揺れるコーヒーの表面。

　圭　　「朝日……」

圭が立ち上がる。

　圭　　「朝日が本当に右翼になりたいって言うなら、歓迎するよ？　でも」

朝日の顔に圭が顔を近づける。髪が触れるほど近く。

　圭　　「朝日が今まで頑張ってきたのは、きっと……」

小型テレビからニュース。

　キャスター「新しい情報が入りました。正体不明のテロリストは先程、石平市にあるアカヒ新聞社の本社ビルを襲撃。ビルは完全に占拠され、現在は十六階社長室に立てこもっているとのことです」

はっと顔を上げる二人。

　朝　日「お父さん……」

　圭　　「そんな……」

テレビを見る朝日。朝日の顔を見る圭。

顔をそらす朝日。

　朝　日「あたしには、もう関係ないから」

　圭　　「え」

　朝　日「お父さんなら、きっと大丈夫よ。魔女は人間に手を出せないし」

　圭　　「え」「でも、このままじゃアカヒ新聞は……」

　朝　日「関係ない！　もう、関係ない……」

　圭　　「朝日……」

心配する圭。

○アカヒ新聞本社ビル

上空のヘリから、カメラがビルを写している。

　カメラマン「……女の子？」

剥き出しになった社長室の縁に立ち、ヘリを見上げているブッシュ。マイクを持っている（コンディの杖が変化したもの）。

　ブッシュ「Hello　everyone！」

どこぞの民家、居間のテレビ。

　ブッシュ「あたしはブッシュ。魔法の世界マジカル枢軸から、正義を広めるためにここへ来たわ」

電気屋の店頭。

　ブッシュ「あたしの目的は、この国を世界一の国家に仕立て上げること。そのために、国賊たる反政府的なテロ組織はその規模、理念を問わず殲滅する！」

屋上に倒れている、邦道とリティ。

　ブッシュ「日本政府はあたしに協力しなさい。断れば、テロ支援国家とみなして転覆してあげる。冗談なんかじゃないっていうのは分かるでしょ？　もしも逆らうつもりなら……」

○路地裏

ブッシュが写っているテレビ。電波状況が悪いのかざらざら。ブラウン管に、巫女服のコイズミが余裕の表情で座っている。

荒い息をついているマオ、服も随分汚れている。

　マ　オ「……おかしいネ」

　コイズミ「何がですの？」

　マ　オ「人の思想から生まれた魔女に、人間を傷つけることはできないアル」

睨むマオ。

　マ　オ「一体、どんな手を使ったアル」

　コイズミ「まぁ、何も不思議がることはありませんわ」

コイズミ、笑顔。

　コイズミ「だってブッシュ様は」

テレビ画面いっぱいに写っているブッシュ。指を銃の形にして、視聴者を狙っている。

　コイズミ「（オフ）人間なのですもの」

　ブッシュ「バンっ」

画面、割れる。

　　　　　　続く

